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電気通信大学のデータサイエンス教育

データアントレプレナーコンソーシアム会長

電気通信大学 特任教授

西野哲朗

データアントレプレナーコンソーシアム

データアントレプレナーフェロープログラム募集説明会
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データサイエンスのレベル認定

■ 文科省の「数理・データサイエンス・AI」プログラム認定制度

✓ 複数の講義からなるカリキュラムを各大学が提出し、そのカリキュラム

が文科省の「モデルカリキュラム」で設定した内容を満たしていれば、

大学ごとに「認定」が受けられる

– そのカリキュラムの講義を履修して単位を取った学生に、認定されたプログ

ラムの資格が与えられる。（「リテラシーレベル」または「応用基礎レベ

ル」）

✓ 応用基礎は、「実務や研究でデータサイエンスを活用できる」レベル

– plusはその中でも特色を持った講義を実施している大学に与えられる

– 認定された科目を履修した学生には「バッヂ」が発行される

✓ 電通大は「応用基礎plus」を獲得

– 昨年度は、国立大学では4大学のみ（北大、東北大、九大と電通大)
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デザイン思考・データサイエンスプログラムを設置

■ 学域・修士課程の6年一貫教育

✓ 学域（I類）45名・修士（情報学専攻）20名の新プログラム

– 2023年度に修士10名程度からスタート

■ 講義等の特色

✓ デザイン思考

✓ ブートキャンプ

✓ インターンシップ（学域3年：国内、修士1年：海外）

■ 修了時のレベル目標

✓ 学域：エキスパートレベル=棟梁レベル

✓ 修士：エキスパートのさらに上＝業界を代表するレベル

→今後想定される文科省の「数理・データサイエンス・AI」プログラム認定

制度での「エキスパートレベル」に十分に対応できることを目指す
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電気通信大学のAI・DS人材育成
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本日は、宜しくお願い致します。
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データアントレプレナーフェロープログラムの紹介

〜手が動くデータサイエンティストの育成講座〜

データアントレプレナーコンソーシアム事務局長

電気通信大学 特任教授

岩永二郎

データアントレプレナーコンソーシアム

データアントレプレナーフェロープログラム募集説明会
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自己紹介

■ 岩永二郎,  Ph.D.（社会工学）

✓ 株式会社エルデシュ代表取締役

✓ 電気通信大学特任教授

✓ データアントレプレナーコンソーシアム事務局長

✓ 筑波大学非常勤講師 / 上智大学非常勤講師

■ 経歴

No.8

（株）NTTデータ数理システム Retty（株）

・数理科学全般の専門知識

・プログラミングスキル

・受託開発

・事業会社常駐

・分析コンサル

・データ活用基盤構築

・数理科学のサービス接続

・データビジネス事業開発

・大学非常勤講師

・AIシステム開発

・データ分析/活用支援

・技術顧問

・経営支援

・産学連携推進

ベンダー（8年） 事業会社（3年） DSコンサル（5年〜）

（株）エルデシュ

2024年から電通大に着任
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データアントレプレナーフェロープログラムの紹介
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UECデータサイエンスプログラム

No.10

データアントレプレナーフェロープログラム

企業と学術機関が参画する

データアントレプレナーコンソーシアム

の支援を受け、2024年度で10周年

実学を学び、世の中を変えるビジョン

専門スキルとビジネス視点を持ち、

データを活用して新たな価値を創出できる

『データアントレプレナー』を育成する

ミッション
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代表機関：国立大学法人電気通信大学

参画機関：

正会員：コニカミノルタ株式会社・株式会社GA technologies・セイコーエプソン株式会社

株式会社D4cアカデミー・ネイチャーインサイト株式会社・株式会社QUICK
学術会員：学校法人麻布獣医学園麻布大学・学校法人芝浦工業大学・学校法人津田塾大学

データアントレプレナーコンソーシアムによる支援
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発掘事業 育成事業

・全国から受講生を募集

・講演会への講師派遣

・学会展示などイベント参加

・ データアントレプレナー

フェロープログラムの支援
（講義作成・講師派遣・データ提供）

・新規講座の企画

・卒業生ネットワークの運営

・インターンシップ機会提供

・キャリア支援

・卒業生の活躍の発信

活躍促進事業

データアントレプレナーコンソーシアム
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■ 2025年度開講講座

■ 本プログラムの特徴

データアントレプレナーフェロープログラムの講座

No.12

・高度な事例研究、提案力、実装力を身につけ、

データサイエンスプロジェクトを推進できる総合力を養う

・企業や研究機関で活躍できるエキスパートレベルの

データサイエンティストを目指す

前期コース
（６ヶ月）

・データサイエンスの基礎から応用までのスキルの習得

・データサイエンティストとして独り立ちすることを目指す

通年コース
（１２ヶ月）

土曜日午後フルオンラインで、長い時間をかけてじっくり学ぶ

グループワークを含む実践学習で、体系的に手を動かして学ぶ

実務経験豊富な講師が、現場で役立つ技術を指導
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その他、データサイエンスを学びたい全ての方を全国から募集します

受講対象者

No.13

データ分析者
すでにデータ分析経験はあるが、

より高度なデータサイエンスを体系的に学びたい方

社会人
・企業、研究機関の業務でデータサイエンスが必要になる方

・リスキリングをして業務の幅を広げたい方

学生
・データサイエンスを学ぶことで研究の幅を広げたい方

・実践的なデータサイエンスを学ぶことで就職の幅を広げたい方
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受講環境について
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ガイダンス

参加義務

必須

講義 必須

修了証授与式 任意

開催環境

対面＋オンライン

オンライン

対面

実施内容

アカウント設定やPython環境構築を含む
ガイダンスを実施

・毎週土曜日13:00〜17:45（90分３コマ）

・オンライン講義には Zoom を利用

・講義に関するコミュニケーションは

slack を利用

・座学に加え、ハンズオンや演習がメイン

・グループワークの講義を含む

修了証の授与

実施時期

2025年4月12日
（予定）

【前期コース】

2025年4月中旬

〜2025年9月下旬

2026年3月初旬
（予定）

【通年コース】

2025年4月中旬

〜2026年2月中旬

※事務局との連絡はメールアドレスを利用します
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カリキュラム説明（通年コース）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎 応用 エキスパート

データ分析リテラシ（IT・統計・Python）

データサイエンス100本ノック（Python）

探索的データ分析とモデル作成

データアントレプレナー実践論

Kaggle講義

データサイエンティスト特論

実践データサイエンス（回帰モデル）

実践データサイエンス（判別モデル）

18コマ

9コマ

12コマ

15コマ

15コマ

15コマ

15コマ

15コマ

毎週土曜日13時から３コマ（1コマ90分）
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カリキュラム説明（通年コース）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎 応用 エキスパート

データ分析リテラシ（IT・統計・Python）

データサイエンス100本ノック（Python）

探索的データ分析とモデル作成

18コマ

9コマ

12コマ

毎週土曜日13時から３コマ（1コマ90分）

【特徴】

・データ分析を入門するために必須のリテラシから学ぶ

・Pythonとデータ分析の基礎を手を動かして学ぶ
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カリキュラム説明（通年コース）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎 応用 エキスパート

実践データサイエンス（回帰モデル）

実践データサイエンス（判別モデル）

15コマ

15コマ

毎週土曜日13時から３コマ（1コマ90分）

【特徴】

・実データを用いて、実問題の解決方法を学ぶ

・グループワークを通して協調性や様々な視点を学ぶ
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カリキュラム説明（通年コース）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎 応用 エキスパート

データアントレプレナー実践論

Kaggle講義

データサイエンティスト特論

15コマ

15コマ

15コマ

毎週土曜日13時から３コマ（1コマ90分）

【特徴】

・事例、提案力、表現力の強化

・実装力を徹底的に強化

・プロジェクト推進を含む総合力を強化
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カリキュラム説明（通年コース）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎 応用 エキスパート

データ分析リテラシ（IT・統計・Python）

データサイエンス100本ノック（Python）

探索的データ分析とモデル作成

データアントレプレナー実践論

Kaggle講義

データサイエンティスト特論

実践データサイエンス（回帰モデル）

実践データサイエンス（判別モデル）

18コマ

9コマ

12コマ

15コマ

15コマ

15コマ

15コマ

15コマ

毎週土曜日13時から３コマ（1コマ90分）
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受講生の声①：手を動かして体系的に学ぶ
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受講生の声②：チームで実践経験を積む
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受講生の声③：文系受講生
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講座要件（３つのポリシー）
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アドミッション・ポリシー（受け入れ条件）

・学歴不問

・【ITリテラシ】検索エンジン・オンラインツールを問題なく利用できること

表計算ソフト・スライド作成ソフト・文書作成ソフトの利用経験があること

・【数学】高校程度の数学の知識（ベクトル・三角関数・指数対数・確率統計など）

・【プログラミング言語】適当なプログラミング言語の基本構文を理解していること（Python推奨）

カリキュラム・ポリシー（受講条件）

・【スケジュール】年間を通して毎週土曜日13:00〜17:45（３コマ）に講義を受講できること

（GW、お盆、年末年始などに休講がありますが、その期間で特別講義が入る場合があります）

・【コミュニケーション】グループワークでオンライン上のコミュニケーションができること（日本語）

・【自己学習時間の確保】5〜10時間程度の復習時間を確保できること

ディプロマ・ポリシー（修了条件）

・【出席状況】必修講義は３分の２以上出席すること

・【成績】レポート課題やプレゼンテーションで一定の成績を修めていること
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受講時間と受講料
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データアントレプレナーフェロープログラムの講義時間と受講料

データアントレプレナーを目指して

前期コースの内容に加えて

エキスパートレベルまでをじっくり学ぶ

前期コース
（６ヶ月）

手が動くデータサイエンティストを目指して

基礎レベル・応用レベルをしっかり学ぶ

通年コース
（１２ヶ月）

94.5時間

（+特別講義）

162時間

（+特別講義）

社会人

50万円
（税抜）

社会人

100万円
（税抜）

※データアントレプレナーコンソーシアムの会員企業様は受講料10%OFF

※データアントレプレナーコンソーシアムの年会費は30万円

学生

15万円
（税抜）

学生

25万円
（税抜）
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講義紹介

電気通信大学 情報学専攻 教授

原田 慧

データアントレプレナーコンソーシアム

UECデータサイエンスプログラム募集説明会

〜手の動くデータサイエンティストの作り方〜
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自己紹介

■ 原田慧,  Ph.D.（数理学）

✓ 電気通信大学情報学専攻教授（デザイン思考・データサイエンス）

✓ 実務家教員

✓ 博士号取得→FEG（データ分析コンサル）→
DeNA（DSチームのマネージャー）→現職（2023年4月〜）

■ 研究

✓ 機械学習の解釈、特にGBDT（XGBoost等）

✓ 人狼ゲームをプレイする人工知能の開発

✓ その他、ドメイン問わず応用

■ Kaggle Master
✓ KDDCupというので上位になったことが有名

✓ ヒューリスティック最適化関連が特に得意

✓ AtCoder青色（max黄）

No.26

https://www.amazon.co.jp/dp/4000614835
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データアントレプレナーフェロープログラムの特徴
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土曜日午後フルオンラインで、長い時間をかけてじっくり学ぶ

グループワークを含む実践学習で体系的に手を動かして学ぶ

実務経験豊富な講師が、現場で役立つ技術を指導
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2025年度カリキュラム
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■ 体系的なカリキュラムを組むことで、手が動くデータサイエンティストを育成
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講義の様子（Zoom）
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講義の様子（slack）
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講義の様子：判別モデル作成（slack）
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実務経験を持つ講師陣
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実務家講師陣の所属
日本アイ・ビー・エム株式会社

株式会社Argopilot
株式会社QUICK
コニカミノルタ株式会社

株式会社GA technologies
Snowflake合同会社

セイコーエプソン株式会社

株式会社データフォーシーズ

ネイチャーインサイト株式会社

パナソニック株式会社

株式会社Heliks Data
MNTSQ株式会社

株式会社リクルート

etc.

実務経験豊富な講師が現場で役立つ技術を伝える



©2024 The University of Electro-Communications

コンセプト

■ 全受講生が全部ちゃんとやる、役割分担はしない

✓ ビジネス部門なのでpythonはしない、エンジニアなので企画はお任せ、等はダメ

✓ ビジネス理解もするし、モデリングもするし、実装もするし、レポートも書く

✓ 分業・チームワークの否定というより「のりしろ」を出せる人材になってほしい

■ 苦しんで学ぶ

✓ いかに楽をするか？ではなくて正面から苦労して会得する

– 他人の劣化コピーを目指さない

– 指導する側も大変ですが頑張っています

✓ 知識を覚えるのではなくて、新しい技術を自分で学べるようになることが大事

– 演習がとても多い

– 正解は教えない、そもそもデータサイエンスには「正解」はない

– どうしてこれでいいと思ったか？を説明できることが大事

– プログラミングでいえば自分でテストを書く、エラーメッセージを調べる

No.33
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データサイエンス100本ノック（Python）
■ データサイエンティスト協会による同書の問題をひたすら解く

✓ 何もない状態から考えてコードを書く

✓ 研修でありがちな「穴埋め」ではない

✓ ちゃんと提出させる
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講義の様子（Zoom）
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講義の様子：python100本ノック（slack）
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実践データサイエンス（判別モデル）

■ 実問題でのグループワーク

✓ 判別モデルの講義というよりはPBL(Project Based Learning)の題材が判別モデルにマ

ッチしているだけ

✓ 回帰モデルと合わせてプロジェクトの流れを体験する
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https://www.amazon.co.jp/d
p/4780610516
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Kaggle講義

■ Kaggle環境を使った機械学習の講義と演習

✓ Kaggle Grandmasterと競いながら学ぶ

✓ 知識以上に、新しいものに出会ったときに「よくわからないなりになんとかす

る」を学ぶ

✓ １時間程度の講義→演習→上位者の解答発表・振り返りのサイクルを回す
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講義の様子：kaggle講義（Zoom）

No.39



©2024 The University of Electro-Communications

データアントレプレナー実践論

■ データサイエンス・AI・機械学習を活用した事業提案を学ぶ

✓ ５週間開講

✓ 最終日には受講生全員によるピッチコンテストを実施

✓ そこまでには学外のトップ実務家、起業家による講義
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データサイエンティスト特論

■ プログラムの総仕上げとなるPBL（グループワーク）

✓ ふわっとしたビジネス課題から出発する（例：売上、コロナ影響低減、活性化）

✓ 具体の課題設定から解決手段、技術などは全部自由

✓ 課題は企業等が出す、出した側も毎週参加して受講生にフィードバック

– それはもうやってる、などの厳しいものも含む

No.41
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データサイエンティスト特論の過去事例

■ 2016年：全日本食品株式会社様のPOSデータ

■ 2017年：アスクル様の売り上げデータ

■ 2018年：Kaggleの不動産データ分析のデータ

■ 2019年：DeNA様の携帯ゲームデータ

■ 2020年：小田急電鉄様の乗降客数データ、小田急カードのデータ

✓ コロナ後の鉄道事業の戦略を考える

■ 2021年：Jリーグのクラブチームのマーケティング・データ

✓ 各クラブの収支向上の戦略を考える

■ 2022年：逗子市の位置情報データ

✓ 観光活性化を考える

■ 2023年：DeNA様の携帯ゲームデータ

■ 2024年（進行中）：妊娠・出産を中心としたQ&Aアプリ「ママリ」のデータ
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受講準備のイメージ

■ データ分析経験

✓ 問わない、あればなお良い

■ 数学・統計について

✓ 数式にアレルギーが無く, 高校数学までは自力で復習できる

■ 最低限のITリテラシ

✓ メールとSlackを確認できる

✓ Zoomで自分の画面を共有できる

✓ プログラミング環境を自力で検索しながら構築することができる

– 実際は講師からのサポートは行いますが、上記を想定している

■ 勉強時間

✓ 講義(土曜日)時間外に復習・作業の時間を12時間以上は確保できる方

– 例：日曜日に8時間, 火曜日木曜日に各2時間ずつなど

■ 用意して頂くPC環境

✓ アクセス制限やインストール制限のない個人PC
– 会社支給のPCは原則禁止
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応募方法について

データアントレプレナーコンソーシアム事務局長

電気通信大学 特任教授

岩永二郎

データアントレプレナーコンソーシアム

データアントレプレナーフェロープログラム募集説明会
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応募はホームページの募集要項から

No.45

募集人数 60名程度（前期コース・通年コース合わせて）

選考方法 応募内容を元に選考

選考結果通知 2025年3月上旬頃（E-Mailまたは郵送）

応募期間 2025年1月14日（火）〜2025年2月28日（金）

応募方法 Google Formで申し込み

応募内容

・基本情報

・職務経験

・スキル調査（9問）

・データ分析経験（400文字）

・小論文（400文字）

「データサイエンスを活かしたキャリアプラン」

データアントレプレナーフェロープログラムのホームページの
募集要項（https://de.uec.ac.jp/entry2025/ ）にある【応募・選考フォーム】から申し込み

お問合せ defp@sangaku.uec.ac.jp

https://de.uec.ac.jp/entry2025/
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よくあるQ&A
Q１：受講生の年齢層についておしえてください。

A１：受講生の年齢層は20代から60代まで幅広く受講しています。

Q２：受講用にパーソナルコンピュータを購入する場合、オンライン講義や
プログラミングに適したスペックはどのようなものでしょうか？

A２：メモリ16GB以上、ストレージはSSD推奨（空き容量500GB以上）。
OSはMacまたはWindowsが利用可能です。

Q３：グループワークがある講義は、チームで作業する時間はどのように
確保されていますか。

A３：基本的には土曜日午後1コマ（90分）×3コマの講義（ライブ配信）の
時間を確保していますが、学習効果を高めるため、平日の夜、
土曜日の午前中、日曜日など各グループにお任せして進めていただきます。
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質疑応答
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